
                     

(10)各特別会計予算案の概要について 

 

住宅新築資金等貸付事業特別会計      当初予算額  ６７，２００千円 

 本会計の貸付制度（新築・改修・宅地取得）は、平成１３年度で廃止されましたが、

その後の償還等にかかる経費について計上しています。 

 なお、これらの三資金につきましては、公正で適正かつ効率的に償還を進めるため、

平成１７年１月に設立された奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合に加入し、債権

回収は管理組合が行っています。 

本年度の予算総額は６７，２００千円で、歳出では公債費６０，５０４千円、事務費

及び回収管理組合への負担金６，６９６千円を計上しています。 

歳入では、諸収入の回収管理組合返戻金(貸付償還金、特定助成金)６０，５２７千円、

繰入金６，６７２千円、県支出金１千円を計上しています。 

 《参考》 旧町村の 終貸付年度 大宇陀町  昭和６１年度（新築） 

                 菟田野町  平成１３年度（宅地取得） 

                 榛 原 町  平成 ８年度（新築） 

                 室 生 村  平成１０年度（宅地取得） 

 

市営霊苑事業特別会計           当初予算額  １４，６００千円 

市営赤人霊苑は、昭和５７年４月に開苑以後、平成１４年に拡張工事等を行い、全体

で１，１０３区画、４，１２８聖地の永代使用の公募を行っています。 

その使用率は、予約を含め約８２％で、今後も使用率の向上及び周囲の環境と調和し

た公園墓地としての維持管理に努めていきます。 

歳入は、使用料及び手数料１，４２３千円、基金利子として１６２千円、繰越金１３，

０１５千円を計上しています。 
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歳出では、人件費８，８５８千円、苑内の維持修繕や清掃委託料等維持管理経費とし

て２，９１５千円、基金積立金１６３千円、使用料等還付金２，１６４千円、予備費と

して５００千円を計上しています。 

 

歯科診療所事業特別会計          当初予算額  ３０，３００千円 

 市立歯科診療所は、過疎地域の歯科診療所として訪問歯科診療・歯周病検診等も行ってお

り、年間の患者数をのべ３，８００名と見込んでいます。 

歳入の主なものは、外来収入２５，３８６千円、繰入金４，４４７千円、諸収入２５０千

円を計上しています。 

歳出では、施設管理運営費２３，７７１千円、医療費５，５３２千円、公債費８９７千円

を計上しています。 

 

土地取得事業特別会計           当初予算額  １５０，８００千円 

 土地取得事業特別会計は、宇陀市土地開発公社の健全化計画に基づき、計画的に公社保有

土地の買戻しを行い、市土地開発公社の経営の健全化を目的として設置された会計です。 

主な歳入として、一般会計への土地売り渡しによる財産売払収入８１，３５１千円、一般

会計繰入金６９，４４８千円を計上しています。 

歳出では、公債費として土地売渡しによる繰上げ償還を含む市債元利償還金１５０，７４

９千円などを計上しました。 

平成２３年度土地売り渡し予定用地 

 都市計画道路東町西峠線事業用地（２号地） 榛原区萩原元萩原 Ａ＝６４９．８５㎡ 

 

国民健康保険事業特別会計（事業勘定）  当初予算額 ４，２６５，０００千円 

国民健康保険制度は、他の医療保険制度に比べて定年退職による健康保険離脱者や低
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所得者の加入割合が高いことによる構造的な問題を抱えており、さらに、増加が見込ま

れる医療費の負担や後期高齢者支援金等により、運営は非常に厳しいものとなっていま

す。      

このような状況の中、平成２２年１２月末現在の国保加入者は世帯数５，７９５世帯、

被保険者数は１１，０１６人で、その内訳は一般被保険者若人１０，１４９人、退職被

保険者は８６７人となっています。 

歳入の主なものは、国民健康保険税７５６，０７２千円、国庫負担金７２７，０６５

千円、国庫補助金３０２，３２６千円、療養給付費等交付金２６３，４１３千円、前期

高齢者交付金９５５，６９０千円、県負担金２７，４７４千円、県補助金１３４，２２

１千円、共同事業交付金５６７，３６２千円、繰入金５２５，５６６千円、諸収入４，

０９２千円を計上しています。 

歳出の主なものは、総務費１５，３９０千円、保険給付費２，８５９，８８１千円、

後期高齢者支援金５１３，０６９千円、前期高齢者納付金１，５６４千円、老人保健拠

出金１，４７６千円、介護納付金２２１，０００千円、共同事業拠出金５０１，１９８

千円、保健事業費３３，６７４千円、諸支出金１６，３７９千円を計上しています。 

 

国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）  当初予算額  １４６，３００千円 

 宇陀市国民健康保険直営診療所は東里診療所と田口診療所の２ヶ所を設置しており、中核

的な診療を行う市立病院に比べ、過疎化が進む地域にあって高齢化は深刻な悩みであり、地

域内での診療所は医療過疎地域における第１次診療を行う「へき地医療」機関として、疾病

の早期発見、早期治療に大きな役割を担っています。 

しかし、薬価改正、あるいは診療報酬の改正等により運営は厳しい状況となっています。 

 このような状況の中、東里診療所の患者数はのべ３，９２８人、田口診療所はのべ４，５

７６人と少数ではありますが増加傾向（Ｈ２０⇒Ｈ２１年度）にあります。 
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歳入の主なものについては、診療収入１１５，２５２千円、使用料及び手数料５７７千円、

繰入金２５，７９１千円、諸収入４，６７９千円を計上しています。 

 歳出では、施設管理運営費等で７５，４４０千円、医療費６９，４２４千円、公債費１，

１９１千円等を計上しています。 

 

介護保険事業特別会計        当初予算額  ３，０７５，７００千円 

本年度の予算は、平成２１年度から平成２３年度までの３ヵ年計画として策定した第

４期介護保険事業計画に基づいて編成しました。 

 保険加入者数は約１０，７００人で、保険給付は要介護あるいは要支援の認定を受け

た方を対象とし、本年度は約２，０５０人を対象者と見込んでいます。 

 歳入の主なものとしては、第１号被保険者保険料４９９，８６９千円、国庫支出金７

４３，２７６千円、支払基金交付金８９３，７９５千円、県支出金４６０，６６３千円、

一般会計繰入金４７７，４６７千円を計上しています。 

歳出の主なものは、介護認定審査会経費等の総務費３６，０６９千円、保険給付費２，

９６０，５９６千円、地域支援事業費７８，２４０千円を見込んでいます。 

なお、本年度は新たに平成２４年度から２６年度までの第５期介護保険事業計画の策

定を行うことになっています。 

 

 後期高齢者医療事業特別会計        当初予算額 ３７５，５００千円 

 後期高齢者医療制度は、平成１８年６月の医療制度改革により、従来の「老人保健医

療制度」に代わって平成２０年４月から実施されたもので、受給対象者は老人保健と同

じく７５歳以上の高齢者と一定の障害がある６５歳以上７５歳未満の方です。 

歳入の主なものは、被保険者からの保険料２５４，５８９千円、後期高齢者医療広域

連合と市での事務費に対応する一般会計繰入金２７，８６４千円、低所得者に対する保

 37



                     

険料軽減分を補てんする保険基盤安定繰入金９０，３０６千円を計上しています。 

歳出の主なものは、保険料徴収等にかかる事務経費として総務費５，００２千円、広

域連合へ納付する保険料や広域連合の事務費負担金等としての後期高齢者医療広域連

合納付金３６６，８４８千円、保健事業費３，１７５千円等を計上しています。 

 

簡易水道事業特別会計          当初予算額  ７４７，９００千円 

簡易水道事業の現状は、給水区域が１９給水区域と広範囲に及ぶ多くの施設の維持管

理について、より合理的な管理体制の強化により経費の削減を図りながら、１３，４６

７人(Ｈ２２年１２月末給水人口)の方々への安心、安全、安定した飲料水の供給に努め

ています。 

又、水道未普及地域の解消を図るべく、効率的な給水計画を検討し、給配水管等施設

整備を進めています。 

歳入の主なものは、簡易水道使用料２７５，２５４千円、国・県補助金４８，２５６

千円、一般会計繰入金３０６，５６５千円、簡易水道基金繰入金２３，９２２千円、市

債７７，９００千円を計上しています。 

歳出の主なものは、市内全域の簡易水道施設管理に要する光熱水費、機械器具修繕、

医薬材料費、県営水道受水費用等の総務管理費総額３０７，２９８千円と、未普及地域

の解消、安定供給のための委託料、工事請負費、公有財産購入費等の施設整備費総額１

３２，９７６千円、市債償還金の元金・利子を合わせた公債費３０６，６２６千円を計

上しています。 

 

下水道事業特別会計             当初予算額  ８６４，９００千円 

公共下水道事業は、昭和５６年度より面整備を年次計画で開始してから３１年目に入り、

昭和６２年度より一部供用を開始して２５年目となります。 
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施設の維持管理と水洗化促進に努め、汚水管渠の枝線整備工事を予定していますが、本年

度から下水道効率的施設計画の策定により下水道計画認可区域の見直しに着手します。 

歳入の主なものは、使用料及び手数料２６１，５０４千円、国庫支出金１５，０００千円、

一般会計繰入金３４３，４５７千円、市債（資本費平準化債を含む）２３７，３００千円等

を計上しています。 

歳出の主なものは、下水道費２３５，５５０千円、公共下水道建設費５０，６０７千円、

公債費５７６，２４３千円、予備費２，５００千円を計上しています。 

 

保養センター事業特別会計

（収益的収入及び支出）  収益的収入   ５７，４９４千円 

              収益的支出   ５７，４９４千円 

（資本的収入及び支出）  資本的収入   ７４，４３６千円 

              資本的支出   ７４，４３６千円 

保養センター美榛苑は、平成２２年１０月に指定管理者へ経営移行したことにより、営業

にかかる経理は指定管理者のもとで行われています。 

収益的収入では、営業外収益として一般会計からの経営健全化補助金２５，５６４千円、

及び指定管理者からの定額納付金３０，０００千円を含めた合計５７，４９４千円を計上し

ています。 

収益的支出では、減価償却費４０，５３３千円、支払い利息１１，４３７千円等で、合計

５７，４９４千円を計上しています。 

  資本的収入では、一般会計からの経営健全化出資金７４，４３６千円を計上し、資本的

支出では、企業債償還金７０，９３６千円、及び地デジ対応用ＴＶ購入費３，５００千円

の合計７４，４３６千円を計上しています。 

 

 39



                     

宇陀市立病院事業特別会計 

（収益的収入及び支出） 収益的収入 ３，５００，０００千円 

             収益的支出 ３，５００，０００千円 

（資本的収入及び支出） 資本的収入   ８９２，４７２千円 

             資本的支出 １，０００，０００千円 

 平成２３年度の業務の予定量は、年間入院患者数４８，５４５人（一日平均１３３人）、

年間外来患者数１１４，２４０人（一日平均４２０人）を見込んでいます。 

収益的収入は、医業収益を３，２９５，０００千円としています。 

その内訳は、入院収益１，６９７，０００千円、外来収益１，４９７，０００千円、

その他医業収益１０１，０００千円をそれぞれ計上しています。 

また、医業外収益については２０５，０００千円を見込んでいます。 

なお、地方公営企業法第１７条の２に基づく一般会計からの繰入金については、繰入

れ基準の内容（目的）に応じて、医業収益及び医業外収益において、他会計負担金また

は他会計補助金として計上しています。 

 一方、医業費用は３，４６１，５００千円を見込み、その主なものとして給与費１，

７９９，０００千円、材料費１，０５０，０００千円、経費４２３，７００千円、減価

償却費１７６，０００千円などを計上しています。 

また、医業外費用は企業債利息、保育所費などで３２，０００千円を見込んでいます。 

特別損失及び予備費については、昨年度と同額の６，５００千円を計上しています。 

 資本的収入の予算は、病院建設事業の耐震化補助金等として県支出金１４９，２００

千円、企業債５２３，１００千円、一般会計からの繰入金４５，７８２千円、合併特例

債を財源とする一般会計出資金１７４，３９０千円、合計で８９２，４７２千円を計上

しました。 

資本的支出については、建設改良費として有形固定資産購入費１０，０００千円と病
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院建設事業費９０７，５００千円の合計９１７，５００千円を、企業債償還金として７

４，９７５千円、看護師等修学資金貸付金として７，５２５千円を計上しています。 

これにより資本的収入額が資本的支出額に対して１０７，５２８千円不足することと

なりますが、これについては消費税及び地方消費税資本的収支調整額、及び過年度分損

益勘定留保資金で補てんすることとしています。 

 病院建設事業は、総額６，５００，０００千円の継続費を設定して事業を実施してい

るところです。事業の進捗に応じて、継続費の逓次繰越と平成２３年度以降の年割額の

変更を行うこととしております。 

 

介護老人保健施設事業特別会計 

（収益的収入及び支出）  収益的収入 ４９８，０００千円 

              収益的支出 ４９８，０００千円 

（資本的収入及び支出）  資本的収入       ０千円 

              資本的支出  ５３，６００千円 

 本年度の業務予定量は、年間入所者数３５，３３０人（１日平均９６．５人）、年間

通所者数４，２７０人（１日平均１７．５人）を見込んでいます。 

収益的収入として、施設運営事業収益４８３，０００千円を見込み、その内訳は介護

報酬収益４１１，２００千円、施設利用収益７１，３００千円、その他施設運営事業収

益５００千円を計上しています。また、施設運営事業外収益については、１４，９９０

千円を計上しています。 

 一方、収益的支出では、施設運営事業費用４８０，９００千円を見込み、その主なも

のとして給与費３０８，２００千円、材料費４０，１００千円、経費７７，１００千円、

減価償却費５４，５００千円等を計上しています。施設運営事業外費用については１５，

０９０千円を計上しています。 
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 資本的収入は計上していません。資本的支出では、備品及び送迎車両の購入費用とし

て６，０００千円、及び企業債償還金４７，６００千円を計上しています。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額５３，６００千円は、当年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、及び過年度分損益勘定留保資金で補てんす

ることとしています。 

 

水道事業特別会計 

（収益的収入及び支出）  収益的収入 ５２４，０００千円 

              収益的支出 ５２４，０００千円 

（資本的収入及び支出）  資本的収入 １６３，２６６千円 

              資本的支出 ２９９，０００千円 

 本年度の業務の予定量は給水戸数５，７３０戸、年間総給水量１，７８３，０００㎥、

  一日平均給水量４，８７２㎥を見込んでいます。 

 収益的収入は、給水収益３９７，５００千円を見込んでいます。 

 収益的支出においては、固定資産の減価償却費、資産減耗費が増加するものの、その

他の経費は節減を図りました。 

 資本的収入は、企業債２８，０００千円、出資金２８，０００千円、国庫補助金４３，

４９６千円、給水分担金・工事負担金等で１６３，２６６千円を計上しています。 

 資本的支出は、昨年度に引き続き第３次拡張事業の国庫補助事業として高井配水池系

の給配水管整備事業、山路配水池系大王地区の舗装復旧事業、市単独事業での老朽管布

設替事業などを予定し、総額２９９，０００千円を計上しています。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１３５，７３４千円は、当年度

分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、及び過年度分損益勘定留保資金で補てんす

る予定です。 
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